
前橋赤十字病院
（平成30年度移転開院）

２．進捗状況

１．事業の概要

事業経緯 進捗状況

年 度 主な経緯

Ｈ２７

事業着手

地元説明会

測量調査・設計

Ｈ２８ 用地買収着手

Ｈ２９ 工事着手

Ｈ３０ 暫定３車線供用

全体計画
前年度までの進捗状況

（進捗率）

事 業 費 ５，２００百万円
２，４９６百万円

(４８．０％)

用 地 買 収 ５１，４００ｍ2
３２，６６８ｍ2

(６３．６％)

計 画 延 長 ２，８００ｍ
０ｍ

(０．０％)

第５号議案
社会資本整備総合交付金事業（道路改築）

（主）前橋玉村線（朝倉工区） 前橋市朝倉町～下佐鳥町

着手年度

評価理由

平成２７年度

事業費の増額

様式６

県土整備プランの位置づけ 政策１：災害レジリエンスNo.1の実現
施策３：防災インフラの整備（中長期レジリエンス戦略）

事 業 場 所 前橋市朝倉町～前橋市下佐鳥町

区 分 事業採択時（Ｈ２６） 今回

全 体 事 業 費 ４，２００百万円 ５，２００百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由 ―
・調整池の追加

・埋蔵文化財調査面積の増加

・資材価格や労務単価の高騰への対応

事 業 期 間 Ｈ２７～Ｒ６ Ｈ２７～Ｒ１０

事 業 内 容
道路延長 ２，８００ｍ
道路幅員 ２５.０ｍ

道路延長 ２，８００ｍ
道路幅員 ２５.０ｍ

Ｎ

当該箇所
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【凡 例】

群馬県 事業中

前橋市 事業中

（主）前橋玉村線バイパス

（都）江田天川大島線2期・3期工区

（主）前橋玉村線
•本路線は、前橋市街地から北関東自
動車道前橋南ＩＣを経由し、玉村町に
至る幹線道路である。

•本事業区間の沿道には、国の「首都
直下地震における具体的な応急対策
活動に関する計画」において、全国の
病院で初めて航空搬送拠点に選定さ
れた前橋赤十字病院や、物流等の拠
点となる朝倉工業団地があり、周辺
道路網と一体となった広域的なアクセ
ス性の向上が求められているが、現
道は朝夕をピークに交通渋滞が発生
している状況である。

• このため、これら防災・物流拠点と北
関東自動車道前橋南ＩＣや前橋市街
地などを結ぶバイパスを整備し、災害
時にも機能する強靱な道路ネットワー
クの構築を図るものである。

1000m



前橋赤十字病院

災害拠点病院

２．進捗状況（図面・写真等）

３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

• 本路線は、前橋市街地と北関東自動車道前橋南ＩＣを
結び、早期の救急救命や被災地への物資搬送を可能
にするため、防災・物流拠点間を結ぶ災害時にも機能
する強靱な道路 ネットワークとしての役割を担うもので
ある。

• 特に、本事業区間の沿道に移転開院した前橋赤十字
病院が航空搬送拠点に選定されたことから、大規模災
害発生時には、空輸により受け入れた患者を陸路によ
り県内の各災害拠点病院への搬送することとなり、前
橋赤十字病院から市街地や高速道路ＩＣを結ぶ道路
ネットワークの構築という本路線の整備目的・必要性は
さらに高まっている。

• また、前橋玉村線の現道は、亀里町交差点や高崎駒形
線との重複区間（くいちがい交差部）で慢性的な交通渋
滞も発生している状態であり、現道の交通課題を解決
するため、本バイパスを整備する必要性は変わらない。

凡例

用地取得済・工事中（L=1.8km）
用地未取得（L=1.0km）

整備イメージ（現道拡幅区間）

現道部

東側（下り）西側（上り）

拡幅部 拡幅部

アスファルト舗装は、最後にまとめて実施

現道部の交通量増加に伴い
舗装下の地盤を改良

宮地町交差点

起点

前橋玉村線 進捗状況

亀里町交差点付近の混雑状況（駒形方面）
※高崎駒形線との重複区間

朝倉工区の様子（整備中区間）

前橋赤十字病院
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●交通量（Ｈ２９）
１０，０２０台/２４ｈ

●交通量（Ｒ３）
１１，１５４台/２４ｈ

●交通量（Ｒ２２）
２５，３００～３７，０００台/２４ｈ

⇒交通量

朝倉工業
団地

前橋赤十字
病院

増

５00m

Ｎ

空輸と陸路の連携による患者搬送のイメージ

朝倉工区



４．どのような事業効果が見込めるか？

• 本事業区間の沿道に移転開院した前橋赤十字病院は、救急医療や県内外の災害医療を担う拠点病院
であり、高速道路ＩＣと結ばれる効果は非常に大きい。さらに、沿道では朝倉工業団地が拡張整備されて
おり、物流の面からも整備効果は高い。本事業区間の完成により、北関東自動車道前橋南ＩＣを利用して、
より広域的に防災・物流拠点相互を結ぶ道路ネットワークが完成し、災害時にも機能する強靱な道路
ネットワークの構築を図ることが出来る。

• 本事業区間の北側では （都）江田天川大島線（前橋市整備中）が令和５年度に暫定２車線で開通する予
定であり、この開通により一体の道路ネットワークとなる。これによって、現道の交通渋滞が緩和するほ
か、宮地町交差点のくいちがい交差が解消し、前橋市街地と高速道路ＩＣのアクセス性が向上し、都市間
の連携強化、物流の効率化や緊急輸送道路の機能確保などの効果も見込まれる。

費用便益分析

玉村町

前橋市

＋

前橋南ＩＣ

１

①群馬県庁
群馬県警察本部

②群馬中央総合病院
③前橋市消防局

第１次防災拠点

2 3

①グリーンドーム前橋
②前橋市役所
③済生会前橋病院

第２次防災拠点

１

3

2

高崎市

くいちがい区間の慢性的な渋滞状況
（宮地町交差点）

事 業 全 体 残 事 業

備 考

前 回 評 価 時 今 回 再 評 価 時 今 回 再 評 価 時

費 用 合 計 ( C ) ３，３２１，０００千円 ５，０３４，０００千円 １，９９４，０００千円
・工事費

・維持管理費

便 益 合 計 ( B ) ２０，４３９，０００千円 ３５，５７６，０００千円 ３５，５７６，０００千円
・走行時間の短縮

・走行経費の削減

費用対効果分析(B/C) ６．１５ ７．０７ １７．８４

至 前橋南IC

至 駒形

至 高崎

至 前橋

くいちがい交差における渋滞発生状況

渋滞長160m

渋滞長200m

渋滞長90m

渋滞長75m

慢性的な渋滞

前橋駅

前橋玉村線
（４車線）

前橋玉村線
（４車線）

江田天川大島線（４車線）
（令和5年度暫定2車線開通）

前橋玉村線
（現道）

亀里町 宮地町

Ｈ

十字交差

整備後

前橋赤十字病院

Ｈ

前橋南IC

拡大図

くいちがい交差

整備前

宮地町

朝倉工業
団地

1000m 200m

Ｎ
Ｎ



５．事業手法やコストは妥当か？

【事業採択時の計画（事業費）を変更する理由】

・試掘調査の結果、埋蔵文化財包蔵地が追加指定され、調査面積および文化財発掘調査費が
増加した。

・本地域は、もともと道路排水と農業用水路を一括して処理していたため、本事業計画時は、同
様に整備後の道路排水を農業用水路にて流末処理する計画としていたが、地権者等から農
業用水路の溢水を懸念され、用水管理者と協議した結果、道路排水を近隣の一級河川端気
川へ処理する計画に変更した。この変更に伴う河川管理者協議の結果、一部の排水流量に
ついては調整池による貯留を行う計画としたため、調整池３基および排水管を追加した。

・生コンクリート単価が平成２７年から令和５年で１．４倍になるなど、近年の資機材・労務単価
の高騰の影響を強く受け、工事費が増額となる。

【今回の変更計画の妥当性】

・調整池の池底高は、放水先にて一級河川端気川の計画高を超える高さを吐口としており、ポ
ンプを利用せず自然流下によって処理する経済的な方法を採用している。

・調整池３基のうち１基について市道の残地を利用しており、用地買収面積が最小となる計画と
している。

【事業費の縮減に向けた取り組み】

・路床改良工法の見直しを行い、砕石による置換え工から石灰安定処理工に変更することで、
残土搬出にかかる費用を削減した。

・ゼブラ帯を廃止し、中央分離帯を広げることで、路床の安定処理工を削減した。

• ４車線化整備によって、大型車両等の交通量の増加が見込まれることから、ルート決定にあ
たり、既存集落の生活環境に配慮し、騒音や振動による影響の軽減を図るため、道路位置を
既存集落から離した位置に見直す変更を行った。さらに、この変更により、道路によって２つ
に分断される農地を減らすことができ、営農への影響も抑えている。

ルート変更前

中央分離帯（拡幅）

ゼブラ帯廃止

整備イメージ（縮減後）

削減 安定処理工安定処理工

整備イメージ（縮減前）

中央分離帯ゼブラ帯 ゼブラ帯

６．事業実施にあたり、配慮した事項はあるか？

ルート変更後

集落集落

農地分断
９箇所

農地分断
５箇所

集落から離隔

①
②
③
④

⑤
⑥

⑦
⑧
⑨

①
②
③

④
⑤

置換え工

100m

Ｎ

100m
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事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

７．事業が長期間要している理由と今後の見通しは？

８．事業の対応方針は？

• 平成２８年度から用地買収に着手したが、地権者が多く、用地の取得に長期間を要している。
また用地交渉が難航している地権者が複数おり、これらの解決に約３年を要する。

• 埋蔵文化財包蔵地の追加指定により、発掘調査箇所が増加したため、約１年の調査期間を要
する。

• 以上の影響により工程が遅延しているため、事業完了は令和６年度から令和１０年度となる見
込みである。

• 用地取得が完了した区間の改良工事を先行し、部分供用を図るなど、早期事業効果の発現に
努めている。

• 本事業区間の沿道には、前橋赤十字病院が移転開院しているほか、朝倉工業団地が整備
され、これら防災・物流拠点と前橋市街地や北関東自動車道前橋南ＩＣとのアクセス性の向
上が求められているが、前橋玉村線の現道２車線区間や高崎駒形線との重複区間（くいち
がい交差部）において、朝夕をピークに慢性的な交通渋滞が発生している状況である。

• 本事業区間の整備により、現道の交通渋滞が緩和するほか、くいちがい交差部が解消する
ことで、前橋赤十字病院など防災・物流拠点間のアクセスが向上するほか、北関東自動車
道前橋南ＩＣを利用することでより広域的な拠点間を結ぶ道路ネットワークが完成することと
なり、災害時にも機能する強靱な道路ネットワークの構築を図ることが出来る。

• さらに、前橋赤十字病院が、令和５年度に首都直下地震に対応する国の計画において、全
国の病院で初めて航空搬送拠点に選定されたことにより、県内外の大規模災害発生時に救
急医療活動を行う同病院が果たす役割は益々大きくなり、本事業に対する期待は高まって
いる。

• 用地交渉の難航等により事業が長期化しているが、前橋市が整備を進めている（都）江田
天川大島線と協調し、一部先行して部分供用を図るなど、早期事業効果の発現に努めてい
る。

• 以上のことから、本事業の必要性、重要性は高く、早期に効果発現を図ることが適切である
ため、事業継続が妥当である。

９．市町村意見

市町村 再評価における意見

前橋市

本路線は、前橋市街地から玉村町を結ぶ幹線道路であり、群馬県央を南
北に結ぶ重要な幹線道路である。前橋赤十字病院を中心とした災害時の
アクセス強化や、沿線の産業団地・商業施設の人流物流環境が飛躍的に
向上することが見込まれるため、早期の整備をお願いしたい。


